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◎多くの目で見る（担任を増やす）ことで 

○その子の「良さ」や「可能性」を認めたり 

広めたりするチャンスの増加 

○学校生活での安心感が向上 

（児童の安心を作り出す） 

・児童が相談したい先生を選べる 

・児童の理解者が増加し、多様な支援が受け 

られる     

・統一された指導を受けられる               

 

大人への信頼度の醸成 

 

◎多くの目で見る（担任を増やす）ことで 

○児童理解力の向上 

○チーム力・協働性の向上 

○多様な経験値の取得による指導力の向上 

○一人で抱え込まない（負担の軽減） 

 

◎教科担任制の実施 

 ○教材研究の負担が軽減し、授業の質の向上に

つながる 

  

誰もが相談しやすい 

信頼される教師を目指す 

国語・書写・音楽 

算数・図工・学活 

外国語・理科・総合 

道徳・体育・社会 

教科担任制（例） 

学習（授業）は… 

Ｑ 何かあった時の責任の所在が分かりにくくなるのではないですか。 

Ａ.クラスで起こったことは、まずは、その時の担任が状況の確認や保護者への連絡を行います。同時に他の担任や管理職とも

情報共有を行い対応します。保護者面談などが必要な場合には学年主任や管理職を含めて、対応について協議します。 

Ｑ 保護者が児童のことで相談したい時は、どの先生に連絡すればよいのでしょうか。 

Ａ.４人の担任の誰にでも相談してくださって結構です。誰に言って良いかわからない場合は、「○年生担当の先生をお願いし

ます」と伝えてください。基本はその時の担任が対応します。 

Ｑ このシステムで、４人の先生の児童への指導に温度差がでませんか？ 

Ａ.温度差がでないように、４人での情報共有の時間を多く設定し、どの担任でも同じような指導ができるようにします。 

Ｑ 担任は、どのようなタイミングで交代するのですか。 

Ａ.児童と先生の関係が固定化しないよう、およそ１週間で交代します。しかし、運営していく中で、学校行事などとの関連や、

課題が見られた場合には期間を変更することもあります。 


